2021年「第10回村上春樹国際シンポジウム」発表者募集のお知らせ

1. アジェンダ
国境と民族を越えて受容されている日本の作家・村上春樹に関連した研究のグローバルな学術交流と研究成果を図り、語学、文学、教育学、文化人類学、社会学、経営学、翻訳学、心理学、比較文学、比較文化、文芸学などの様々な視野で「村上春樹学」の意義を捉えるために、淡江大学では、台湾初の「村上春樹研究センター」（2014年8月）を設立し、定期的に1年に1度「村上春樹国際学術研討会」を開催することにいたしました。

2. 主題　村上春樹文学における「逸脱」(deviation)
逸脱とは、本来の筋道や決まった範囲から逸（そ）れることである。そして、古今東西のあらゆる文学作品・テクストが、常に別の文学作品・テクストを取り込んで自らのものにしたり、変容・変貌・変性させたりすることに拠って、生成される形象物であるとするならば、吸収と変形を生じさせる作用の一つに〈逸脱〉があると考えられる。

3. 募集内容 
各自の専門領域の角度から上述の主題あるいは相関主題の未発表の①学術論文②教育・研究報告。発表は一人一篇とします。二重投稿や既発表の再投稿はご遠慮ください。

4. 主催者
淡江大学村上春樹研究センター・淡江大学日本語学科

5. 場所　淡江大学淡水キャンパス (予定)

6. 時間　2021年6月5日（土）・6日（日）

7. 使用語言
中国語、英語、日本語の使用可能（通訳を準備　基本的には日本語を共通語とする。）

8. 発表時間
1 口頭発表　20分鐘、討論5分鐘
2 ポスター発表　規定時間に場所で展示。展示時間に発表者は会場で質疑。
以上の発表内容は、種類ごとに登録順番に編集し、大会当日の会議論文集に收録します。2種類の学術的価値は同等です。大会後、再度論文を募集審査し、『村上春樹研究叢書』に掲載する論文を選定いたします。


9. 応募方法
応募時には「村上春樹研究センター
（http://www.harukistudy.tku.edu.tw/main.php）」の大会案内サイトの該当ページから申込用紙をダウンロードし、ご記入の上、2021年9月5日(土曜日)までに、村上春樹研究センター・アシスタントの鈴木隆弘<m1ay1ohfnck@icloud.com>へ電子メールでお申し込みください。

10. 審査方法
発表要旨について準備委員会で審査後、受け入れる発表の本数と発表者の人数を決定。

11. 発表受諾通知
審査結果は2020年10月12日(月曜日)前に通知。

12. 発表論文全文締め切り
2021年5月2日(日曜日)。締め切りを過ぎたものは棄権とします。
発表の採否に関わらず、応募資料は返却いたしませんが、個人情報は必ず厳格に保護いたします。

13. 問い合わせ
淡江大学村上春樹研究センター事務局
電話　+886+2-2621-5656内線2958（曾秋桂主任）、内線3590（鈴木隆弘助理）
メール　m1ay1ohfnck@icloud.com （鈴木隆弘助理）中国語、日本語、英語　可

14. 補足
日本での開催を第一優先に考えておりますが、新型コロナウイルス感染症の流行状況を鑑み、上記を予定しております。状況が緩和された場合、開催期日、開催場所は変更されることがあります。淡江大学村上春樹研究センターサイトで随時、ご確認くださいますようお願い申し上げます。


2021年「第10屆村上春樹國際學術研討會」徵稿事宜（中文版）

1. 宗    旨：為促進世界知名村上春樹相關研究之全球化學術交流及精闢研究成果分享，期以語學、文學、教育學、文化人類學、社會學、翻譯學等角度來宏觀「村上春樹學」的意義。淡江大學成立的台灣第一所「村上春樹研究中心」（2014年8月），繼續肩負定期舉辦1年1度「村上春樹國際學術研討會」的任務。
2. 主    題：村上春樹文學中的「脫序」( deviation )
日文 / 村上春樹文学における「逸脱」(deviation)
3. 發表內容：撰寫上述主題或相關主題之未發表①學術論文②教學‧研究報告為限，嚴禁一稿多投，每人以一篇為限。
4. 主辦單位：淡江大學村上春樹研究中心、淡江大學日本語文學系
5. 地    點：淡江大學淡水校園
6. 時    間：2021年6月5日（週六）、6日（週日）
7. 使用語言：中、英文、日文皆可（日文尤佳）
8. 發表時間：①口頭發表  20分鐘，討論5分鐘  
            ②海報發表  依規定時間、場所內展示。展示期間，發表者務必在場。
            以上兩項發表內容，將依序編列頁碼，收錄於當天之大會會議論文集當中。兩者學術具有等同價值。大會之後將從中募集論文，經過嚴格審查後刊載於《村上春樹研究叢書》。
9. 報名方式：報名發表時請自
http://www.harukistudy.tku.edu.tw/downs/archive.php?class=101(淡江大學村上春樹研究中心下載專區)下載報名表，填寫完成報名表後請於2020年9月5日(週六)前寄至本研究中心：鈴木隆弘助理<m1ay1ohfnck@icloud.com>。
10. 審稿辦法：發表摘要經籌備委員會審查之後，決定接受發表篇數以及發表者人數。
11. 發表接受通知：評審結果於2020年10月12日(週一)前寄出。
12. 發表全文截稿：2021年5月2日(週日)。逾期者將視同放棄參加。
不論接受與否，所有投稿發表資料恕不奉還。
13. 詢 問 處：淡江大學村上春樹研究中心辦公室
   電話：+886+2-2621-5656 分機2958(曾主任)、3590(鈴木隆弘助理)
   郵件：m1ay1ohfnck@icloud.com (鈴木隆弘助理)　中文、日文、英文皆可
14.補充說明
   以能在日本舉辦為第一優先考量。然目前新冠肺炎疫情尚未降溫，客觀環境很難能如期成行。故現階段先以在淡江大學舉辦來規劃。若有舉辦地點更動，將立即於本中心網站公布最新訊息。敬請隨時持續關心。
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[bookmark: _GoBack]第10回テーマ：村上春樹文学における「逸脱」

　逸脱とは、本来の筋道や決まった範囲から逸（そ）れることである。そして、古今東西のあらゆる文学作品・テクストが、常に別の文学作品・テクストを取り込んで自らのものにしたり、変容・変貌・変性させたりすることに拠って、生成される形象物であるとするならば、吸収と変形を生じさせる作用の一つに〈逸脱〉があると考えられる。
〈逸脱〉は、標的とする作品の表現・構造・主題・方法の中に、撞着・矛盾・乖離・背反・背馳・齟齬などを発見することで、作品を解体し同時に構築する。しかも〈逸脱〉して発生した事件は、事態が終息しても原状回復されるとは限らない。この点で村上春樹文学で〈逸脱〉した例は、主人公がもともと生きていた世界から、通常は使わない特殊なルートを用いたために平行する別世界へ移行してしまい、そして再び新たな別世界へと移行してしまった『１Q８４』が典型であろう。あるいは『ねじまき鳥クロニクル』や『騎士団長殺し』も同様であろうか。
今回のテーマについて発案者が伝えたいとすれば、長短篇の小説の本文は言うに及ばず、それらの著作のまえがきやあとがきや参考文献、またはエッセイや紀行文においても事実そのままを記述しているとは思えない〈作家・村上春樹〉の表現世界では、常に〈逸脱〉が起きており、それにもかかわらず既視感や反復に苛まれることも少なくない、ということになろうか。今回も参加者・関係者の考える〈逸脱〉の諸相に期待したい。
（以上、2020年6月26日、識す。齋藤正志）







